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社宅物語 1 

古民家カフェの梁 

古民家を改装したカフェが６月下旬、登別市富士町

にオープンしたとの紹介記事が地元紙に載っていて、

早速、お邪魔しました。 

かつて「富士鉄社宅」と呼ばれていた長屋がそれで

す。元々は１棟２軒の平長屋の１軒分を喫茶店に造り

変えたとか。エンジニアだったという店主さんは、自

ら設計・製作した直火式焙煎機で豆を煎り、自信の一

杯を淹れては来店客をもてなしています。 

真空管式アンプや英国で使われたスピーカーを通

して、ジャズの名曲が店内に流れ、大人のカフェを演

出していますが、さらに目

を引いたのが天井に渡さ

れた９本の太い梁＝左の

写真＝。聞くと、市内片倉

町の古民家を解体した際

に大工さんが保存してお

いたものとか。 

片倉町と聞いて、すぐに

思い浮かんだのが明治３

年に幌別村に入植した仙台藩支藩片倉家の第１３代

当主片倉景光です。家臣団の一部も近くに居を構えて

いました。 

もしかして、景光宅を解体した時に残しておいた梁

か？ それとも、片倉町に今も住む旧臣の末裔宅から

出たものか？ 

詳しくは聞きませんでしたが、このマチの住宅史を

彩る家屋の内側に、さらに古い歴史の一部が付け加え

られ、目に見えるカタチで残されたことに、深いあじ

わいのコーヒーとともに至福のひとときをいただき

ました。以下、お店情報です。 

COSSETTE  COFFEE（登別市富士町４丁目１５－２） 
Web  https://cossette.theshop.jp/ 

社宅物語 2 

社宅を歴史遺産に 

この富士鉄社宅街は戦時中の昭和１６年から１８

年にかけて、原野だった字来馬（現富士町）に出現し

ました。当時は日本製鉄輪西製鉄所社宅と呼ばれ、総

戸数は 1,400 戸。会社は戦後の財閥解体で昭和２５

年、富士製鉄と改め再スタートしました。 

その社宅街に小学校３年生ころ（昭和３２年）まで

住んでいましたが、社宅長屋と聞いてすぐに思い出す

のが、水汲み仕事です。 

社宅の各戸には、まだ上下水道はなく、共同水汲み
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場までバケツを持って行き、何往復かして運んできた

水を、台所の瓶（かめ）に入れるのが子どもたちの仕

事でした。水汲み場まで十数メートルほどですが、バ

ケツと共に忘れてならないのは、蛇口の栓を回す専用

ハンドル。恐らく、よその人間に水泥棒されないため

の対策だったのでしょう。 

会社が３０年ほど前に

入居者に土地付きで分譲

したためか、大半の住宅

が建て替えられました。

いずれ、建設当初の長屋

はすべて姿を消すことを考えたら、せめて１棟でいい

から、歴史遺産として残すべきではないだろうか。何

とか後世に伝えたいものです。 

****************************************** 

映画「ドンバス」 

「ロシア人テレビクルーが集まり始めたら、撮影用

の砲撃が始まる前ぶれだから近づくな」 

これはウクライナ・ドンバス地方のルハンシク住民

の間に広がった口伝えの警戒情報ですが、今年の話で

はありません。ロシアのクリミア侵攻が行われた２０

１４年の出来事で、この地方に住み、結果、母国日本

に逃れることになった男性カメラマンの体験談だと

いいます。 

そうしたロシアのフェイク（偽物）ニュース作りで

始まり、フェイクニュース作りで終わる映画「ドンバ

ス」が室蘭の映画館で上映

されていることを知り７月

下旬、観てきました。 

カンヌ国際映画祭ある視

点部門監督賞を受賞した

2018年製作のこの異色作

は、１３のエピソードから

なるフィクションです。今

年２月のロシアによるウク

ライナ侵攻でも度々クロー

ズアップされているプロパ

ガンダ（政治宣伝）がどう作られ、その背後で誰が暗

躍し、人々はどのように洗脳されていくのか、フェイ

クニュースの発信や拡散、市民への影響とその浸透、

定着に至るまでの過程で何が起こるのかが描かれて

います。（一部ウエブ・コラム引用） 

大本営発表もまた 

しかし、戦争が始まると国が不都合な真実を隠し、

意図した偽の情報やニュースを広めるのは今に始ま

ったことではありません。日本でも約８０年前に「勝

った、勝った」「我が帝国軍の損害は軽微」など、嘘

で塗り固められた大本営発表の戦時情報が新聞やラ

ジオで流れました。 

大半の国民は終戦後、「私たちは騙された」と嘆き

ましたが、偽情報に狂喜した自分たちの姿を思い起こ

さない限り、過ちは繰り返されるのでしょう。 

<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

詐欺メールにも、騙されないで 

「誰かがあなたの Amazon アカウントを使用して別

のデバイスからこの注文を購入しました」 

こんなメールが届いたら、

大概の人はドキッとするは

ず。いわゆるフィッシング詐

欺メールです。「注文を購入」

なる、あやふやな文言がニセ

モノですと正体をさらして

いるようなもの。２週間ほど続いた後に、今度は使っ

てもいない「ETC カード」がナンチャラ、カンチャ

ラ。「こんなメールが届いたが」とネットで調べたら

対処法は山ほど載っています。決して、慌ててないこ

とが大事です。 

 

 

▶「紙面の３割近いスペースを割いて、冒頭に詩を

載せたのは、夏バテならぬネタバテ対策だろう」との

ソシリ、半分 です。お金がほしい作家の中には、

やたら空白行を多用して原稿１枚につきナンボの稿

料を水増しする「枚数稼ぎ」をしている人もいるみた

いですが、こちらは無料紙なので、苦肉の「余白稼ぎ」

といったところでしょうか。 

ともあれ紹介した「紙の上」は、軍部や特高が出版

物に厳しい検閲の目を光らせていた昭和１５年、「山

之口貘詩集」に収められ発行されました。読んでいく

と、何となく反戦詩、厭戦詩めいた暗喩が行間から嗅

ぎ取れます。 

「『だだ』は吃音になり、駄々をこねるに通じ連発

銃の擬音でもあり、子どもらが遊んだ“戦争ごっこ”

を思わせるとする。そこから、『紙の上で自由に詩を

書きたい。その強烈な願望』が終わりの数行に潜んで

いる」という詩人、斎藤彰吾氏の解説が的を射てるよ

うです。反戦の叫びを軍部に読み取られないように工

夫した詩「紙の上」、「終戦、そして敗戦の日」の８

月１５日にちなみ掲載しました。 

▶「むずかしいことをやさしく やさしいことをふ

かく ふかいことをおもしろく おもしろいことを

まじめに まじめなことをゆかいに そしてゆかい

なことを あくまでもゆかいに」とは作家、井上ひさ

し先生のお言葉。創作の心得としたいが、それがムズ

カシイのだ。では皆さま、お元気で～。 


